


6-1 データの制作方法はプレス盤と同じです

6-2 テンプレートは『オンデマンド用』を使用してください

6-3 盤面印刷はインクジェットプリンター、その他ジャケット等はレーザープリンターです

6-4 原産国名を表記する場合はMADE IN JAPAN で

5-1 スミ (K100%) の推奨／リッチブラック（C40%M40%Y40%K100%）の推奨

5-2 線幅は 0.3pt 以上の太さで

5-3 裁断ズレ・色むら・折り目加工のズレ

5-4 線ツール・ペンツールは『線』を着色

5-5 最大 3mm ずれても目立ちにくいデザインで

5-6 盤面のシルク印刷とオフセット印刷の違い

5-7 盤面の白ベタとは／銀盤の特徴

5-8 盤面の変形抜きとは／変形抜きの制作方法

5-9 画像を画像トレース（ライブトレース）でベクター化する

5-10 デザインに必要のないオブジェクトは入稿前に全て削除を

5-11 ファイル名は半角英数字で保存

5-12 データ入稿は ai データのみ入稿（jpg や psd など画像は入れないでください）

5-13 データはしっかりチェックを

6.CD・DVDオンデマンド印刷編

5. デザインデータ諸注意編



6. 画像はリンクではなく埋め込みで入稿
してください

デザインはガイドラインに合わせて制作
してください5.

4. テンプレートは目安レイヤー以外削除し
ないでくださいカラーモードはCMYKにしてください3.

2.

1. 基本編

デザインデータの illustrator のバージョン
はCS6以下の ai 形式で保存してください

弊社ダブルコネクトのテンプレートを使用
してください

他社様のテンプレートでの入稿は受け付けていません。
ダブルコネクトのHPからテンプレートをダウンロード
して使用してください。

※テンプレートダウンロードページ　
http://www.double-connect.com/du.html

工場のイラストレーターのバージョンの関係で、
CS6以下の ai 形式での保存をお願いしています。

入稿する時には目安レイヤーは削除、それ以外の
レイヤーは印刷で必要ですので必ず残してください。

画像やパスは塗り足し線まで達しているか、文字や切れてはいけない
図柄はガイドの 2mm内側に収めているかなどを確認してください。
特に塗り足し線まで画像やパスが達していないお客様が多く見られま
すのでご注意ください。

配置画像はリンクではなく、「埋め込み」処理してください。
【ウィンドウ】→【リンク】→【パネル右上のマークをクリック】
→【画像を埋め込み】

1.

カラーモードを「CMYKカラー」 で制作してください。 
※「RGB カラー」は印刷に対応していません。
【ファイル】→【ドキュメントのカラーモード】→【CMYK】

入
稿
前
に
削
除
を
！

チェック表にもどる

http://www.double-connect.com/du.html


























盤面の変形抜きとは？／変形抜きの制作方法8.
『変形抜き』はデザインの一部に銀盤が見えるデザインです

背景が「画像」の変形抜き 背景が「パス」の変形抜き

http://www.double-connect.com/material/nuki_path.pdf

http://www.double-connect.com/material/nuki_img.pdf

変形抜きありのデザインを作成された方は、 盤面テンプレートの記入欄「変形抜きはありますか ?」で
変形抜きありにチェックしてください。 また、「白ベタ」の項目にあるように、銀盤の内径 23mm~45mm 
の部分は色が多少濃くなっています。変形抜きの場合は、そのことを考慮の上で制作してください

画像でもパスでも変形抜きは制作可能です。変形抜きの作成方法は下記のURLのファイルを参考にしてください

背景が「パス」の場合

背景が「画像」の場合

「nuki」レイヤーを作成し、 
変形抜きをするオブジェクトを
まとめてください

変形抜きのデータの作り方がよくわからない場合

チェック表にもどる



①画像を illustrator に埋め込みます
※モノクロ画像がオススメです

③続いて illustrator の [ 拡張 ] ボタンを
押したらイラストがベクター化されます

④絵柄以外の白い部分をすべて選択して削除します

⑤絵柄の部分のみになったら完成です

②illustrator のコントロールにある
　[画像トレース ]ボタンを押します

画像を画像トレース（ライブトレース）でベクター化する9.

チェック表にもどる

illusttrator のバージョンによって
『ライブトレース』という呼び方の場合
があります。その場合は以下の手順で
ベクター化してください

1. モノクロ画像を用意して illustrator の
　[ オブジェクト ]→[ ライブトレース ]

2. 続いて [ オブジェクト ]→[ ライブトレース ]→
　[ 拡張 ] で画像がベクター化されます

3. 白い部分を全て選択して削除

4. 黒い部分のみになったら完成です



データはしっかりチェックをしてください13.

デザインに必要のないオブジェクトは入稿前に全て削除を10.

入稿前に [ 選択 ]→[ オブジェクト ]→[ 余分なポイント ] 
で不必要なポイント、空のテキストボックスがないか
確認してください（cc2019 をご使用の場合は『孤立点』）
※必要なパスが「余分なポイント」に判定されてしまう
場合もありますので、削除の際は必ずご確認ください

12. ファイル名は半角英数字でデータ入稿は ai データのみ11.

データ不備による印刷トラブルの責任はおえません
また誤字脱字などは指摘いたしません
データはお客様の方でしっかりチェックをお願いします

データは ai データのみ入稿して下さい
jpg や psd など画像は入れないでください

文字化けの発生を防ぐため、半角英数字で
ファイル名をつけてください

×

チェック表にもどる



6.CD・DVDオンデマンド印刷編

4. 原産国名を表記する場合は
MADE IN JAPAN で

盤面印刷はインクジェットプリンター、
ジャケット等はレーザープリンターです3.

2. テンプレートは『オンデマンド用』を使用
してくださいデータの制作方法はプレス盤と同じです1.

CD コピー、DVD コピーの盤面はインクジェット印刷
になります。(解像度最大 4800dpi×1200dpi )
CD-R は内径 40mm / 外径 116mm、
DVD-R は内径 23mm / 外径 116mmです

盤面にシルク印刷が使用不可、MADE IN TAIWANの
表記の必要がない、等の違いはありますが、基本的に
デザイン作成のルールはプレス印刷と変わりません

CDプレスとはテンプレートが異なります
お間違いのないよう、お気をつけください

オンデマンド印刷は原産国名記載の場合、
「MADE IN JAPAN」で問題ありません

DVD-RCD-R

40mm 23mm
116mm116mm

チェック表にもどる




